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2Aa-7　 小 豆雑 煮, ニフロ て（ 第6 報)

ｏ 傍 息 着 次 奏 効 朗 美 ｕ

( 本共栄学 盾短 人 パ・くうしき作 陽 大)

目的　 力 が回 て･‘は正月3  が日･こ,   貌 ．價 無産 さ供 する食習硲 が広 く唇 廻咸 ぞふ りi.-^．

そ の申t". 一郵 兇 方ぞ赤小 豆 左利 明した雑 考がふ^, 酒ることヵヽ 久 演 者 ら ぱ ノタタ･'皐以降

各廻 方'こあ'ﾘ` る利 膚の失績,こフ ロて現地踏 査μ テ" ， そ・ 結果 左前報まぞに報 告LI: きた．

本 叙 ぞは，々 の後り 調 査 で￥ らヵヽ ･こなツた長 野,   靖 £，矣疸 ． 山 口各県 多結 果を報 告する．

方 法　 前報 まぞ＆同M..    県 及(^'啼 町村 の生^ 改善 ，傑養 士蔵 置並 沁 こ差油 改^  ｸ ル゙ ープ

の方 々Iこよ ，て,   再 現I  てり ただ き．祷 世てその由未等 乞聞 き 取 ソ調査 した．なあ'．従 未

ど"*リ 各 泥分の利 用'K  際t 調 べたも' ̂ぜ.　そ･ｸ^, £･ｸ利 珊率 は 調i 対 象 と･よレなヵ`・た．

結*　 長 野 市づ 糾 呻t"''   ぜえざ･1^ :f'I 用がふﾗ ﾎﾟたーがI･ ねt  i,   すまレ雑 考,が'^ヽ jﾌ也て

飛される新 潟 株 式 のものであ つ化． if:,   埼 £暴岩槻 溥 で･び 吃:`んざ"j  りみ が 供 され^ ．

そのほ駝　 矣4 県 南淡町 並びIt ,i-＼ a 県美･り町,  平郡 東， 穂^ 抑り オ^ び缶 火方 ぞは,香"(

孫 式ｸ｢‘ ある^･ ち艇 煮 」ダ食 され．山 口県面却丿e^  ぞの利 用は<M  ら唇なか フた.   な右．上

記答域 八 黒 まめ， た７く 刺 数 のチ， 野 菜り煮I.  <ウな どが共感 しi^食 ベラれる． きラI'-

v-<, 崔脊 て輿寓大社 で'調 べ･fc ヒころ./!> 判 型り 白餅 ぞい 食 べ' わ ま* ず'l も｢ 石゙ ンぎ

> I j fc. ･* 限 う/{I t 丿 な かフだ ．

以 上． 今 回の網 査 左含<ｳ 乙 赤小豆 利用(   ぞ/C  ざ八 あ£ もち雑 煮) は ／府^ よ県 にA.  砺

±,こ西日本;| 中 する 柘外k  a され たが 将 に小豆 雑 煮,( ぜ･C?-" り/ 永出 償見 方よ仰 む

･りﾖ 水泳 冶岸火 才･こ多〈 みヽ ウ'fc-. ”めんもタ麺 漬,バよか は 中へC't.しn  ･3zj(i(あ知 左除〈j 〉
地方ど の*･] 用が 多.) 鳥 が凄 味 が勿フだ．今 蹟も磯 舎t4 て調l.l 浪 め ラ于走 で'あ る ．

2Aa-8　　　 愛知県東部と静岡県西部の田楽･ 田遊びに関する食

○中野典子　　　 馬場景子＊　 （　 椙山女学園大、　＊中部大）

目的　田楽・田遊びは全国的に見られる五穀豊饒を祈る予祝儀礼である。田遊びとは、

模擬水耕儀礼のことであり、田楽とは、それに付随する芸能である。かつてば盛んに行わ

れてきた両行事ではあるが、地味な行事であるため近年になり衰退の感がある。特にその

分布に関しては静岡県西部を境として、東に行くにしたがい、その数が極端に少なくなっ

ている。この地域は民俗学的視点から見ても愛知・長野・静岡の３県にまたがる特殊な文

化的特徴をもつ地域として知られている奥三河地方と隣接している。さらに天竜川を境界

としてもつこの地域は、西南日本と東北日本の分岐となっている地域でもある。この地域

の田楽・田遊びの食を調査することにより、愛知・静岡にまたがる広域な食文化の類似点

と相違点を考察する。
方法　文献調査、現地調査、アンケート調査をおこなった。

結果　この地方における由楽 ’田遊びに関係する食は、「変化する食」と「変化しない

食」に分けることが可能とな゜た。「変化しない食」である行事に直接関係する食物に関

しての分布はヽ各地域の独自性を示すものとそうでないもの、さらに関連性があるものが

存在することが明らかになった。
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